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表紙

第102 期 定時株主総会

招 集 ご 通 知
日 時 2023年６月29日（木曜日）

午前10時（受付開始　午前９時）

場 所 京王プラザホテル八王子 ５階「翔王」
（東京都八王子市旭町14番１号）

議 案 第１号議案　剰余金の配当の件
第２号議案　取締役（監査等委員である取締役

を除く。）11名選任の件
第３号議案　監査等委員である取締役１名選任

の件
第４号議案 補欠の監査等委員である取締役

１名選任の件

　

議決権の事前行使期限

2023年６月28日（水曜日）
午後６時まで

スマートフォンで
議決権を行使する

スマートフォンで
招集ご通知の内容を見る

議決権行使書をご準備いただき、QRコード®を
読み取ることで簡単に議決権を行使できます。

この招集ご通知の主要な内容は
https://p.sokai.jp/9008/
または下のQRコード®からもご覧いただけます。

詳しくは３ページ
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招集ご通知

株 主 各 位
証券コード：9008
2023年６月７日

本社所在地：東京都多摩市関戸一丁目９番地１
(登記上の本店所在地：東京都新宿区新宿三丁目１番24号)

京  王  電  鉄  株  式  会  社
代表取締役社長 社長執行役員 都村  智史

第102期定時株主総会招集ご通知

・株主総会資料（電子提供措置事項）掲載ウェブサイト
（https://d.sokai.jp/9008/teiji/）

・当社ウェブサイト（株主総会ページ）
（https://www.keio.co.jp/company/stockholder/shareholdersmeeting/index.html）

・東京証券取引所ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）
（https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show）

※銘柄検索で当社名「京王電鉄」または証券コード「9008」を入力・検索し、「基本情報」「縦覧書
類/PR情報」を順に選択し、「株主総会招集通知/株主総会資料」からご覧ください。

拝啓　平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。
　さて、当社第102期定時株主総会を下記により開催いたしますのでご通知申し上げます。
　本株主総会の招集に際しては、株主総会参考書類等の内容である情報について電子提供措
置をとっており、インターネット上の以下に記載の各ウェブサイトに掲載しております。

　なお、当日ご出席されない場合は、インターネット等または書面により議決権を行使する
ことができますので、お手数ながら株主総会参考書類をご検討いただき、2023年６月28日
（水曜日）午後６時までに議決権を行使いただきたくお願い申し上げます。
▶インターネット等による議決権の行使の場合

３ページをご参照のうえ、スマートフォンにより「QRコードを読み取る」方法、またはパソコン等で議
決権行使ウェブサイト（https://www.web54.net）へアクセスする方法により、上記の行使期限まで
に議案に対する賛否をご入力ください。

▶書面（郵送）による議決権の行使の場合
議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご記入いただき、上記の行使期限までに到着するようにご返送く
ださい。

敬　具
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招集ご通知

１. 日　　時 2023年６月29日（木曜日）午前10時（受付開始　午前９時）
　

２. 場　　所 東京都八王子市旭町14番１号
京王プラザホテル八王子　５階「翔王」
(末尾の「株主総会 会場ご案内図」をご参照ください。)

３. 目的事項 報告事項 １. 第102期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）
事業報告、連結計算書類および計算書類の内容報告の件

２. 第102期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）
連結計算書類の会計監査人および監査等委員会監査結果報告の件

決議事項 第１号議案　剰余金の配当の件
第２号議案　取締役（監査等委員である取締役を除く。）11名選任の件
第３号議案　監査等委員である取締役１名選任の件
第４号議案　補欠の監査等委員である取締役１名選任の件

４. 招集にあ
たっての
決定事項

（1）書面とインターネット等により、重複して議決権を行使された場合は、インターネ
ット等による議決権行使を有効とさせていただきます。また、インターネット等に
よって議決権を複数回行使された場合は、最後の議決権行使を有効とさせていただ
きます。

（2）議決権行使書において議案に賛否の表示がない場合は、賛成の意思表示をされたも
のとして取り扱わさせていただきます。

（3）代理人により議決権を行使される場合は、議決権を有する他の株主の方１名を代理
人として株主総会にご出席いただけます。ただし、代理権を証明する委任状および
委任者の議決権行使書用紙のご提出が必要となります。

（4）電子提供措置事項のうち、次の事項につきましては、法令および当社定款第16条第
２項の規定に基づき、書面交付請求をいただいた株主の方に対して交付する書面に
は記載しておりません。なお、監査等委員会および会計監査人はこれらの事項も含
めて監査を実施しております。

　　　①事業報告の「企業集団の現況に関する事項」のうち「主要な事業所等」「従業員　
の状況」「主要な借入先」、「会社の株式に関する事項」、「会計監査人の状
況」、「会社の体制および方針」

　　　②連結計算書類の「連結株主資本等変動計算書」、「連結注記表」
　　　③計算書類の「株主資本等変動計算書」、「個別注記表」

記

以　上
１. 当日ご出席の際は議決権行使書用紙を会場受付にご提出ください。また、この招集ご通知をご持参いただきますようお願い申し上げ

ます。
２. 会場には、株主ではない代理人および同伴の方など、議決権を有する株主以外の方はご入場いただけませんので、ご注意ください。
３. 当日、当社の役員および係員は軽装（クールビズ）にてご対応させていただきますので、ご了承いただきますようお願い申し上げま

す。株主の皆様におかれましても、軽装にてご出席くださいますようお願い申し上げます。
４．株主総会資料の電子提供制度が施行されておりますが、本株主総会においては、議決権行使書用紙に加えて、招集通知、株主総会参

考書類および事業報告の一部について、書面にてお送りしております。今後につきましては、電子提供制度の周知の状況等を総合的
に勘案しながら判断してまいります。なお、電子提供制度に関するお問合せは、三井住友信託銀行 証券代行部 0120-533-600まで
お願い申し上げます。

５. 電子提供措置事項に修正が生じた場合は、同事項掲載の各ウェブサイトに、その旨、修正前および修正後の事項を掲載させていただ
きます。

６. 本株主総会の決議ご通知は、株主総会後発送予定の「INVESTOR'S GUIDE けいおう」に掲載させていただく予定です。
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議決権行使についてのご案内
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議決権行使についてのご案内

　株主の皆様には、株主総会参考書類をご検討のうえ、是非とも議決権を行使いただきます
ようお願い申し上げます。議決権行使には以下の方法があります。

スマートフォンまたはパソコン等を通じて
インターネットでご入力

行 使 期 限
2023年６月28日（水曜日）

午後６時入力分まで
　

スマートフォン等で議決権行使書用紙 
右下に記載のQRコードを読取ってください。

議決権行使コードおよびパスワードを入力することなく
議決権行使ウェブサイトにログインすることができます。

以降は画面の案内に
従って賛否を
ご入力ください。

2

議決権行使後に行使内容を変更する場合は、お手数です
が右記のPC向けサイトにアクセスし、議決権行使書用紙
に記載の「議決権行使コード」・「パスワード」を入力し
てログインし、再度議決権行使をお願いいたします。

「スマート行使」での議決権行使は
1回に限り可能です。

（注）QRコードを再度読取っていただくと、PC向けサイトへ遷移します。

QRコードを読み取る方法「スマート行使」

1

1 議決権行使ウェブサイトにアクセスし、 
「次へすすむ」をクリックしてください。
（https://www.web54.net）

「議決権行使コード」を入力

議決権行使書用紙に記載された
「議決権行使コード」をご入力し、
ログインしてください。

2

議決権行使書用紙に記載された「パスワー
ド」を入力して新しいパスワードを設定し、

「登録」をクリック
してください。

3

議決権行使コード・パスワードを入力する方法 

「パスワード」を入力

（おもて面）

（うら面）

以降は画面の案内に従って賛否をご入力
ください。

4

インターネットによる議決権行使についてご不明な点が
ございましたら、右記までお問合せください。 0120-652-031 フリーダイヤル

(受付時間 午前9時～午後9時)

三井住友信託銀行 証券代行ウェブサポート 専用ダイヤル

　
3



招
集
ご
通
知

株
主
総
会
参
考
書
類

事
業
報
告

連
結
計
算
書
類

計
算
書
類

監
査
報
告

2023/05/26 17:43:22 / 22917769_京王電鉄株式会社_招集通知

議決権行使についてのご案内

書面（郵送）による
ご提出

議決権行使書用紙に賛否をご記入いただき、
切手を貼らずにご投函ください。
※議決権行使書のご記入方法については、下記をご参照

ください。

行 使 期 限
2023年６月28日（水曜日）

午後６時到着分まで　

各議案の賛否をご記入ください。
第１号議案・第３号議案・第４号議案
・賛成の場合……………「賛」の欄に〇印
・否認する場合…………「否」の欄に〇印
第２号議案
・全員賛成の場合………「賛」の欄に〇印
・全員否認する場合……「否」の欄に〇印
・一部の候補者を否認する場合…「賛」の欄に〇印

をし、否認する候
補者の番号をご記
入ください。

　

株主総会にご出席
（会場受付にご提出）

議決権行使書用紙をご持参いただき、
株主総会当日に会場受付にご提出ください。
また、この招集ご通知をご持参くださいます
ようお願い申し上げます。

株主総会開催日時
2023年６月29日（木曜日）

午前10時
　

　株主の皆様におかれましては、株主総会へのご
出席に際し、ご自身の体調をお確かめのうえ、ご
無理をなさらず、スマートフォン等または書面
（郵送）によって議決権を行使いただくこともご
検討ください。
　今後の状況により、株主総会の運営・会場に大
きな変更が生じる場合には、当社ウェブサイトに
てお知らせいたしますので、ご出席をご検討の際
は、お出かけ前にご確認ください。
▶　https://www.keio.co.jp

注)1.機関投資家の皆様は、株式会社ICJの運営する機関
投資家向け議決権電子行使プラットフォームをご
利用いただくことが可能です。

注)2.「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録
商標です。

4
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剰余金の配当の件

第１号議案 剰余金の配当の件

1
配当財産の種類および割当てに関する事項ならびにその総額

当社普通株式１株につき 金20円
総　額 2,443,075,700円

　

2
剰余金の配当が効力を生じる日

2023年6月 30 日　

議案および参考事項

　当社は、将来の事業展開と経営環境の変化に備えた経営基盤の強化に必要な内部留保を充実さ
せながら、業績等を勘案し、株主の皆様への利益還元をはかっていくことを基本方針としており
ます。
　当期の業績につきましては、前期に比べ大きく改善したものの、新型コロナウイルス感染症の
流行以前の水準まで回復しきれておりません。当期の資金繰りや配当余力等を勘案し、当期の期
末配当金は以下のとおりといたしたいと存じます。

　なお、中間配当金として20円をお支払いしておりますので、当期の年間配当金は１株につき

40円となり、前期と同額となります。

5
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取締役（監査等委員である取締役を除く。）11名選任の件

第２号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）11名選任の件

候補者番号 氏　名 当社における地位および担当

１ 紅村 　　康 ( こ う む ら  や す し ) 再任
　 代表取締役会長

２ 都村　智史 ( つ む ら  さ と し ) 再任
　 代表取締役社長 社長執行役員

３ 南 　　佳孝 ( み な み  よ し た か ) 再任
取締役 常務執行役員
戦略推進本部長、開発事業本部長、
開発企画部長、新宿再開発推進室分担

４ 山岸 　真也 ( や ま ぎ し  ま さ や ) 再任
　

取締役 常務執行役員
人事部長、総務･危機管理部・法務･コンプライア
ンス部・広報部・人事部分担、コンプライアンス
担当

５ 小野 　正浩 ( お の  ま さ ひ ろ ) 再任
　

取締役 常務執行役員
経営統括本部長、財務･情報開示担当

６ 井上 　晋一 (いのうえ しんいち) 再任
　

取締役 常務執行役員
鉄道事業本部長

7 古市 　　健 ( ふ る い ち  た け し ) 再任 社外 独立役員
　 取締役

8 仲岡 　一紀 (なかおか かずのり) 再任
　 取締役

9 若林 　克昌 (わかばやし かつよし) 再任
　 取締役

10 宮坂 　周治 (みやさか しゅうじ) 再任　 取締役

11 常陰 　　均 ( つ ね か げ  ひ と し ) 新任 社外 独立役員
　 ー

　本総会終結の時をもって、取締役（監査等委員である取締役を除く。）全員は任期が満了いた
しますので、取締役（監査等委員である取締役を除く。）11名の選任をお願いするものであり
ます。その候補者は次のとおりであります。

(注) 当社は、取締役および執行役員を被保険者として、被保険者が会社の役員としての業務につき行った行為（不作為を含みます。）に
起因して損害賠償請求がなされたことにより被保険者が被る損害を填補の対象とする会社法第430条の３に規定される役員等賠償責
任保険契約を締結しております。本議案が承認された場合は、当該保険契約を更新する予定です。
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取締役（監査等委員である取締役を除く。）11名選任の件

候補者番号

１

こ う

紅
 

 
む ら

村
 

　
やすし

康 （1958年３月21日生）

　
再　　任

　
所有する当社の株式の数 20,300株

　
▍略歴、当社における地位および担当ならびに重要な兼職の状況

    1980年    4 月 当社入社
    2004年    6 月 当社総合企画本部　経理部長
    2007年    6 月 当社総合企画本部　経営企画部長
    2010年    6 月 当社取締役総合企画本部副本部長
    2011年    6 月 当社取締役総合企画本部長
    2012年    6 月 当社常務取締役総合企画本部長
    2013年    6 月 京王観光㈱代表取締役社長
    2013年    6 月 当社取締役
    2015年    6 月 当社代表取締役副社長
    2016年    6 月 当社代表取締役社長
    2020年    6 月 当社代表取締役社長 社長執行役員

2022年    6 月 ㈱サンウッド社外取締役
2022年    6 月 当社代表取締役会長　現在に至る　

取締役候補者とした理由
　同氏は、当社グループにおける豊富な業務経
験と、会社経営全般に関する資質と見識を有し
ております。今後も当社グループの中長期的な
戦略の策定および実行に貢献するものと期待さ
れるため、引き続き候補者といたしました。

取締役会への出席状況
12/12回

(注) 同氏と当社との間に特別の利害関係はありません。

　

候補者番号

2

つ

都
 

 
む ら

村
 

　
さ と

智
 

 
し

史 （1964年６月15日生）

　
再　　任

　
所有する当社の株式の数 2,000株

　
▍略歴、当社における地位および担当ならびに重要な兼職の状況

    1988年    4 月 当社入社
    2012年    6 月 当社総合企画本部　沿線価値創造部長
    2015年    6 月 ㈱リビタ代表取締役社長
    2018年    6 月 当社取締役　経営統括本部　グループ事業部長
    2020年    6 月 当社執行役員　経営統括本部　経営企画部長

2021年    6 月 当社取締役 常務執行役員　経営統括本部長、
総務･危機管理部・法務･コンプライアンス部・
広報部・人事部分担、財務･情報開示担当、
コンプライアンス担当

2022年    6 月 当社代表取締役社長 社長執行役員　現在に至る
　

取締役候補者とした理由
　同氏は、当社グループにおける豊富な業務経
験と、会社経営全般に関する資質と見識を有し
ております。今後も当社グループの中長期的な
戦略の策定および実行に貢献するものと期待さ
れるため、引き続き候補者といたしました。

取締役会への出席状況
12/12回

(注) 同氏と当社との間に特別の利害関係はありません。
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取締役（監査等委員である取締役を除く。）11名選任の件

候補者番号

3

みなみ

南
 

　
よ し

佳
 

 
た か

孝 （1963年３月５日生）

　
再　　任

　
所有する当社の株式の数 5,100株

　
▍略歴、当社における地位および担当ならびに重要な兼職の状況

    1986年    4 月 当社入社
    2009年    6 月 京王食品㈱代表取締役社長
    2011年    6 月 当社開発推進部長
    2011年    12月 ㈱リビタ代表取締役社長
    2015年    6 月 当社総合企画本部　経営企画部長
    2016年    6 月 当社取締役　戦略推進本部　事業創造部長
    2017年    6 月 当社取締役戦略推進本部長
    2018年    6 月 当社常務取締役開発事業本部長
    2019年    6 月 当社常務取締役　総務法務部・広報部・人事部分担、

コンプライアンス担当、新宿再開発特命担当
    2020年    6 月 当社取締役 常務執行役員　経営統括本部長、

総務･危機管理部・法務･コンプライアンス部・
広報部・人事部分担、財務･情報開示担当、
コンプライアンス担当

    2021年    6 月 当社取締役 常務執行役員　開発事業本部長
    2022年    6 月 当社取締役 常務執行役員　戦略推進本部長、

開発事業本部長、新宿再開発推進室分担
    2022年    12月 当社取締役 常務執行役員　戦略推進本部長、

開発事業本部長、開発企画部長、
新宿再開発推進室分担　現在に至る　

取締役候補者とした理由
　同氏は、主に不動産・開発事業に携わり、当
社グループにおける豊富な業務経験と、企業経
営、財務・会計、法務・リスクマネジメント、
営業・マーケティング、まちづくり・生活サー
ビスに関する見識を有しております。今後も当
社グループの中長期的な戦略の策定および実行
に貢献するものと期待されるため、引き続き候
補者といたしました。

取締役会への出席状況
12/12回

(注) 同氏と当社との間に特別の利害関係はありません。

　

▍重要な兼職の状況
㈱サンウッド社外取締役（2023年６月就任予定）
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株主総会参考書類
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取締役（監査等委員である取締役を除く。）11名選任の件

候補者番号

4

や ま

山
 

 
ぎ し

岸
 

　
ま さ

真
 

 
や

也 （1963年８月10日生）

　
再　　任

　
所有する当社の株式の数 4,000株

　
▍略歴、当社における地位および担当ならびに重要な兼職の状況

    1987年    4 月 当社入社
    2011年    6 月 ㈱京王ストア常務取締役

2013年    6 月 ㈱レストラン京王代表取締役社長
2016年    6 月 当社人事部長
2018年    6 月 当社取締役人事部長
2019年    6 月 ㈱京王ストア代表取締役社長
2019年    6 月 当社取締役
2020年    6 月 当社執行役員
2022年    6 月 当社取締役 常務執行役員　人事部長、総務･危機

管理部・法務･コンプライアンス部・広報部・人事
部分担、コンプライアンス担当　現在に至る

　

取締役候補者とした理由
　同氏は、主に人事業務、流通事業に携わり、
当社グループにおける豊富な業務経験と、企業
経営、人事労務、営業・マーケティング、まち
づくり・生活サービスに関する見識を有してお
ります。当社グループの中長期的な戦略の策定
および実行に貢献するものと期待されるため、
引き続き候補者といたしました。

取締役会への出席状況
　10/10回

(注) 同氏と当社との間に特別の利害関係はありません。

　

候補者番号

5

お

小
 

 
の

野
 

　
ま さ

正
 

 
ひ ろ

浩 （1965年12月27日生）

　
再　　任

　
所有する当社の株式の数 8,300株

　
▍略歴、当社における地位および担当ならびに重要な兼職の状況

1989年    4 月 当社入社
    2013年    6 月 当社開発企画部　新宿再開発推進室長

2016年    6 月 当社開発事業本部　開発企画部
新宿再開発推進室長

2018年    6 月 当社開発事業本部　開発企画部長
    2020年    6 月 当社執行役員　開発事業本部　開発企画部長

2022年    6 月 当社取締役 常務執行役員　経営統括本部長、
財務･情報開示担当　現在に至る

　

取締役候補者とした理由
　同氏は、主に不動産・開発事業に携わり、当
社グループにおける豊富な業務経験と、企業経
営、営業・マーケティング、まちづくり・生活
サービスに関する見識を有しております。当社
グループの中長期的な戦略の策定および実行に
貢献するものと期待されるため、引き続き候補
者といたしました。

取締役会への出席状況
　10/10回

(注) 同氏と当社との間に特別の利害関係はありません。
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取締役（監査等委員である取締役を除く。）11名選任の件

候補者番号

6

い の

井
 

 
う え

上
 

　
し ん

晋
 

 
い ち

一 （1966年７月30日生）

　
再　　任

　
所有する当社の株式の数 5,000株

　
▍略歴、当社における地位および担当ならびに重要な兼職の状況

1989年    4 月 当社入社
    2013年    6 月 当社鉄道事業本部　鉄道営業部長

2016年    6 月 当社鉄道事業本部　計画管理部長
    2019年    6 月 西東京バス㈱代表取締役社長
    2020年    6 月 当社執行役員

2022年    6 月 当社取締役 常務執行役員　鉄道事業本部長
　　　　　　　現在に至る

　

取締役候補者とした理由
　同氏は、主に鉄道事業、バス事業に携わり、
当社グループにおける豊富な業務経験と、企業
経営、安全管理、営業・マーケティング、まち
づくり・生活サービスに関する見識を有してお
ります。当社グループの中長期的な戦略の策定
および実行に貢献するものと期待されるため、
引き続き候補者といたしました。

取締役会への出席状況
　10/10回

(注) 同氏と当社との間に特別の利害関係はありません。
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株主総会参考書類

2023/05/26 17:43:22 / 22917769_京王電鉄株式会社_招集通知

取締役（監査等委員である取締役を除く。）11名選任の件

候補者番号

7

ふ る

古
 

 
い ち

市
 

　
たけし

健 （1954年８月21日生）

　
再　　任
社　　外
独立役員

　
所有する当社の株式の数 1,400株

　
▍略歴、当社における地位および担当ならびに重要な兼職の状況

    1977年    4 月 日本生命保険(相)入社
    2004年    7 月 日本生命保険(相)取締役
    2007年    1 月 日本生命保険(相)取締役執行役員
    2007年    3 月 日本生命保険(相)取締役常務執行役員
    2009年    3 月 日本生命保険(相)取締役専務執行役員
    2010年    3 月 日本生命保険(相)代表取締役専務執行役員
    2012年    3 月 日本生命保険(相)代表取締役副社長執行役員
    2016年    6 月 あいおいニッセイ同和損害保険㈱社外取締役
    2016年    6 月 当社社外取締役　現在に至る
    2016年    7 月 日本生命保険(相)代表取締役副会長
    2020年    6 月 ㈱ダイセル社外取締役　現在に至る

2022年    7 月 日本生命保険(相)顧問　現在に至る
▍重要な兼職の状況

日本生命保険(相)顧問
㈱ダイセル社外取締役
　

社外取締役候補者とした理由
　同氏は、経営者としての豊富な経験と高い見
識を有しており、外部の視点から有益な意見を
いただいているほか、取締役会の任意の諮問機
関であるガバナンス委員会および指名・報酬委
員会のメンバーとして審議を行うなど、当社の
コーポレート・ガバナンスの強化に適切な役割
を果たしていただいております。引き続き同氏
の経験等を経営の監督に活かしたいため、社外
取締役候補者といたしました。

取締役会への出席状況
12/12回

　

（注）1. 同氏と当社との間に特別の利害関係はありません。同氏は2022年７月まで日本生命保険(相)の代表取締役副会長でした。　
なお、同社は、当社と資金借入等の取引関係がありますが、いずれも一般の取引条件と同様のものであります。また、同社
は、当社が行っている事業の部類に属する不動産事業を行っております。

2. 同氏の当社の社外取締役としての在任期間は、本総会終結の時をもって７年になります。
3. 同氏は、当社との間で、会社法第423条第１項の賠償責任を限定する契約を締結しており、当該契約に基づく賠償責任限度額

は、会社法第425条第１項に定める最低責任限度額となります。なお、同氏の選任が承認された場合は、当該責任限定契約を
継続する予定です。

4. 当社は、同氏を、東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。選任された場合、引
き続き独立役員となる予定です。
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取締役（監査等委員である取締役を除く。）11名選任の件

候補者番号

8

な か

仲
 

 
お か

岡
 

　
か ず

一
 

 
の り

紀 （1960年２月５日生）

　
再　　任

　
所有する当社の株式の数 8,100株

　
▍略歴、当社における地位および担当ならびに重要な兼職の状況

    1983年    4 月 当社入社
    2006年    6 月 当社ＳＣ営業部長
    2009年    6 月 当社人事部長
    2011年    6 月 当社総合企画本部　グループ事業部長
    2013年    6 月 当社取締役　総合企画本部　経営企画部長
    2015年    6 月 当社常務取締役　開発事業部門分担
    2016年    6 月 当社常務取締役戦略推進本部長、開発事業本部長
    2017年    6 月 当社常務取締役開発事業本部長
    2018年    6 月 当社常務取締役鉄道事業本部長、

新宿再開発特命担当
    2019年    6 月 当社常務取締役鉄道事業本部長
    2020年    6 月 当社取締役 専務執行役員　戦略推進本部長

海外戦略部長、新宿再開発推進室分担、
経営統括本部　経営企画部　企画戦略室分担

2021年    6 月 当社取締役 専務執行役員　戦略推進本部長、
新宿再開発推進室分担

2022年    6 月　㈱京王百貨店代表取締役社長　現在に至る
2022年    6 月　当社取締役　現在に至る

▍重要な兼職の状況
㈱京王百貨店代表取締役社長
　

取締役候補者とした理由
　同氏は、主に不動産・開発事業、人事業務に
携わり、当社グループにおける豊富な業務経験
と、企業経営、人事労務、安全管理、営業・　
マーケティング、まちづくり・生活サービスに
関する見識を有しております。今後も当社　　
グループの中長期的な戦略の策定および実行に
貢献するものと期待されるため、引き続き候補
者といたしました。

取締役会への出席状況
12/12回

(注) 同氏と当社との間に特別の利害関係はありません。
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株主総会参考書類

2023/05/26 17:43:22 / 22917769_京王電鉄株式会社_招集通知

取締役（監査等委員である取締役を除く。）11名選任の件

候補者番号

9

わ か

若
 

 
ばやし

林
 

　
か つ

克
 

 
よ し

昌 （1963年７月20日生）

　
再　　任

　
所有する当社の株式の数 3,600株

　
▍略歴、当社における地位および担当ならびに重要な兼職の状況

    1987年    4 月 当社入社
    2011年    6 月 ㈱京王プラザホテル営業戦略室長
    2012年    6 月 ㈱京王プラザホテル経営企画部長
    2013年    6 月 ㈱京王プラザホテル取締役
    2017年    6 月 京王自動車㈱代表取締役社長
    2019年    6 月 当社取締役　現在に至る
    2020年    6 月 ㈱京王プラザホテル代表取締役社長　現在に至る

▍重要な兼職の状況
㈱京王プラザホテル代表取締役社長　

取締役候補者とした理由
　同氏は、主にホテル事業、バス事業に携わ
り、当社グループにおける豊富な業務経験と、
企業経営、安全管理、営業・マーケティングに
関する見識を有しております。今後も当社　　
グループの中長期的な戦略の策定および実行に
貢献するものと期待されるため、引き続き候補
者といたしました。

取締役会への出席状況
12/12回

(注) 同氏と当社との間に特別の利害関係はありません。

　

候補者番号

10

み や

宮
 

 
さ か

坂
 

　
しゅう

周
 

 
じ

治 （1962年12月16日生）

　
再　　任

　
所有する当社の株式の数 3,000株

　
▍略歴、当社における地位および担当ならびに重要な兼職の状況

1986年    4 月 当社入社
2010年    6 月 京王電鉄バス㈱取締役
2013年    6 月 当社総合企画本部　グループ事業部長
2016年    6 月 西東京バス㈱代表取締役社長
2019年    6 月 当社人事部長
2020年    6 月 当社執行役員人事部長
2022年    6 月　京王電鉄バス㈱代表取締役社長　現在に至る
2022年    6 月　京王バス㈱代表取締役社長　現在に至る
2022年    6 月　当社取締役　現在に至る

▍重要な兼職の状況
京王電鉄バス㈱代表取締役社長
京王バス㈱代表取締役社長　

取締役候補者とした理由
　同氏は、主にバス事業、人事業務に携わり、
当社グループにおける豊富な業務経験と、企業
経営、人事労務、安全管理、営業・マーケティ
ングに関する見識を有しております。当社グル
ープの中長期的な戦略の策定および実行に貢献
するものと期待されるため、引き続き候補者と
いたしました。

取締役会への出席状況
　10/10回

(注) 同氏と当社との間に特別の利害関係はありません。

　
13
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取締役（監査等委員である取締役を除く。）11名選任の件

候補者番号

11

つ ね

常
 

 
か げ

陰
 

　
ひとし

均 （1954年８月６日生）

　
新　　任
社　　外
独立役員

　
所有する当社の株式の数 0株

　
▍略歴、当社における地位および担当ならびに重要な兼職の状況

    1977年    4 月 住友信託銀行㈱［現三井住友信託銀行㈱］入社
    2004年    6 月 住友信託銀行㈱執行役員企画部長
    2005年    6 月 住友信託銀行㈱取締役兼常務執行役員
    2008年    1 月 住友信託銀行㈱取締役社長
    2011年    4 月 三井住友トラスト・ホールディングス㈱取締役会長

住友信託銀行㈱取締役会長兼社長
    2012年    4 月 三井住友トラスト・ホールディングス㈱取締役会長

三井住友信託銀行㈱取締役社長
    2017年    4 月 三井住友トラスト・ホールディングス㈱取締役会長

三井住友信託銀行㈱取締役
    2017年    6 月 三井住友トラスト・ホールディングス㈱取締役

三井住友信託銀行㈱取締役会長
    2019年    6 月 南海電気鉄道㈱社外取締役　現在に至る
    2020年    6 月 レンゴー㈱社外監査役　現在に至る
    2021年    4 月 三井住友トラスト・ホールディングス㈱取締役

三井住友信託銀行㈱特別顧問
    2021年    6 月 三井住友信託銀行㈱特別顧問　現在に至る

▍重要な兼職の状況
三井住友信託銀行㈱特別顧問
南海電気鉄道㈱社外取締役
レンゴー㈱社外監査役
　

社外取締役候補者とした理由
　同氏は、経営者としての豊富な経験と高い見
識を有しており、外部の視点から有益な意見を
いただき、当社のコーポレート・ガバナンスの
強化に適切な役割を果たしていただけることが
期待されます。これらのことから、同氏の経験
等を経営の監督に活かしたいため、新たに社外
取締役候補者といたしました。

　

（注）1. 同氏と当社との間に特別の利害関係はありません。同氏は2021年３月まで三井住友信託銀行㈱の取締役でした。なお、同社
は、当社と資金借入等の取引関係がありますが、いずれも一般の取引条件と同様のものであります。

2. 同氏の選任が承認された場合は、当社との間で、会社法第423条第１項の賠償責任を限定する契約を締結する予定であり、当
該契約に基づく賠償責任限度額は、会社法第425条第１項に定める最低責任限度額となります。

3. 同氏は、東京証券取引所の定めに基づく独立役員の候補者であります。
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監査等委員である取締役１名選任の件

第３号議案 監査等委員である取締役１名選任の件

や ま

山 
う ち

内 　
あ き

暁 （1974年11月５日生）

　
新　　任
社　　外
独立役員

　
所有する当社の株式の数 0株

　
▍略歴、当社における地位および担当ならびに重要な兼職の状況

    2006年    4 月 多摩大学経営情報学部助教授
    2009年    4 月 専修大学商学部准教授
    2012年    4 月 早稲田大学商学部准教授
    2016年    4 月 早稲田大学商学部教授　現在に至る

　

監査等委員である社外取締役候補者とした理由
　同氏は、会計学を専門とした大学教授として
財務および会計に関する相当程度の知見を有す
るほか、中立公平な立場から当社の経営に対し
適切に監査機能を果たすことにより、当社のコ
ーポレート・ガバナンスの強化に適切な役割を
果たしていくことが期待されます。これらのこ
とから、新たに監査等委員である社外取締役候
補者といたしました。

　▍重要な兼職の状況
　㈱ミロク情報サービス社外取締役（2023年６月就任予定）

（注）1. 同氏と当社との間に特別の利害関係はありません。
2. 同氏の選任が承認された場合は、当社との間で、会社法第423条第１項の賠償責任を限定する契約を締結する予定であり、当

該契約に基づく賠償責任限度額は、会社法第425条第１項に定める最低責任限度額となります。
3. 当社は、取締役および執行役員を被保険者として、被保険者が会社の役員としての業務につき行った行為（不作為を含みま

す。）に起因して損害賠償請求がなされたことにより被保険者が被る損害を填補の対象とする会社法第430条の３に規定され
る役員等賠償責任保険契約を締結しております。本議案が承認された場合は、当該保険契約を更新する予定です。

4. 同氏は、東京証券取引所の定めに基づく独立役員の候補者であります。

　監査等委員である取締役北村敬子氏は2023年３月31日をもって辞任されましたので、監査等
委員である取締役１名の選任をお願いするものであります。その候補者は次のとおりでありま
す。
　なお、本議案の提出につきましては、監査等委員会の同意を得ております。
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補欠の監査等委員である取締役１名選任の件

第４号議案 補欠の監査等委員である取締役１名選任の件

は ら

原
だ

田
 

 
 

 
き

喜
み

美
え

枝 （1968年８月21日生）

　

社　　外
独立役員

　
所有する当社の株式の数 0株

　
▍略歴、当社における地位および担当ならびに重要な兼職の状況

    2004年    4 月 中央大学大学院国際会計研究科助教授
    2007年    4 月 中央大学国際会計研究科准教授
    2011年    4 月 中央大学商学部准教授
    2012年    4 月 中央大学商学部教授　現在に至る
    2022年    6 月 三菱ＵＦＪ国際投信㈱社外取締役　現在に至る

　

補欠の監査等委員である社外取締役候補者と
した理由
　同氏は、金融・ファイナンスを専門とした大
学教授として財務および会計に関する相当程度
の知見を有するほか、就任した場合は中立公平
な立場から当社の経営に対し適切に監査機能を
果たすことにより、当社のコーポレート・ガバ
ナンスの強化に適切な役割を果たしていくこと
が期待されます。これらのことから、補欠の監
査等委員である社外取締役候補者といたしまし
た。

　▍重要な兼職の状況
三菱ＵＦＪ国際投信㈱社外取締役
㈱北國フィナンシャルホールディングス社外取締役 監査等委員（2023年６月就任予定）

（注）1. 同氏と当社との間に特別の利害関係はありません。
2. 同氏が監査等委員である取締役に就任した場合は、当社との間で、会社法第423条第１項の賠償責任を限定する契約を締結す

る予定であり、当該契約に基づく賠償責任限度額は、会社法第425条第１項に定める最低責任限度額となります。
3. 当社は、取締役および執行役員を被保険者として、被保険者が会社の役員としての業務につき行った行為（不作為を含みま

す。）に起因して損害賠償請求がなされたことにより被保険者が被る損害を填補の対象とする会社法第430条の３に規定され
る役員等賠償責任保険契約を締結しております。同氏が監査等委員である取締役に就任した場合は、当該保険契約の被保険者
に含まれることとなります。

4. 同氏が監査等委員である取締役に就任した場合は、東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出
る予定です。

5. 同氏の戸籍上の氏名は原喜美枝であります。

　法令に定める監査等委員である取締役の員数を欠くことになる場合に備え、補欠の監査等委員
である取締役１名の選任をお願いするものであります。その候補者は次のとおりであります。
　なお、本議案の提出につきましては、監査等委員会の同意を得ております。
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（ご参考）スキルマトリクス（横ver）

の取締役と、ガバナンス強化の観点から、経営者としての経験や見識を有する社外取締役、
に監査・監督できる常勤の監査等委員である取締役により取締役会を構成することとしており

合を前提に作成しております。

安全管理 営業・
マーケティング

まちづくり・
生活サービス 主な経験分野、経歴、資格など

○ 財務部門

○ ○ ○ 不動産・開発事業、ホテル事業

○ ○ 不動産・開発事業

○ ○ 人事部門、流通事業

○ ○ 不動産・開発事業

○ ○ ○ 鉄道事業、バス事業

現　日本生命保険（相）顧問

現　三井住友信託銀行㈱特別顧問

○ ○ ○ 鉄道事業、不動産・開発事業、人事部門

○ ○ ホテル事業、バス事業

○ ○ バス事業、人事部門

流通事業

㈱三菱UFJフィナンシャル・グループ執行役員人事部長

現　弁護士

現　早稲田大学商学部教授
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（ご参考）スキルマトリクス（横ver）

　当社では、事業特性を鑑み、企業価値向上に貢献しうる豊富な経験と能力を有する社内出身
財務・会計・法務に関する専門知識を有する監査等委員である社外取締役、業務執行者を適切
ます。
　なお、以下は本定時株主総会における取締役選任議案を全て原案どおりご承認いただいた場

氏　名 企業経営・
経営戦略 財務・会計 法務・リスク

マネジメント 人事労務

紅村　　康 再任
 

○ ○ ○

都村　智史 再任
 

○ ○ ○

南　　佳孝 再任
 

○ ○ ○

山岸　真也 再任
 

○ ○ ○

小野　正浩 再任
 

○ ○

井上　晋一 再任
 

○

古市　　健 再任 社外 独立役員　 ○ ○

常陰　　均 新任 社外 独立役員　 ○ ○

仲岡　一紀 再任
 

○ ○

若林　克昌 再任　 ○

宮坂　周治 再任　 ○ ○

伊藤　俊司
 

○ ○ ○

竹川　浩史 社外 独立役員　 ○ ○ ○

金子　正志 社外 独立役員　 ○

山内　　暁 新任 社外 独立役員　 〇

（ご参考）
１．取締役会の構成についての考え方

※上記の一覧表は、各氏の有する全てのスキル・経験を表すものではありません。
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（ご参考）独立性基準

２．社外取締役の独立性判断基準

　京王電鉄（以下、「当社」という）は、次に掲げる各項目のいずれにも該当しない社外取締役について、独立性を
有していると判断する。

① 当社および当社の子会社（以下、「当社グループ」という）の業務執行者（注１）または過去１０年間において
当社グループの業務執行者であった者

② 当社グループを主要な取引先とする者（注２）またはその業務執行者
③ 当社グループの主要な取引先（注３）またはその業務執行者
④ 当社グループの主要株主（注４）またはその業務執行者
⑤ 当社グループの主要な借入先（注５）またはその業務執行者
⑥ 当社グループの会計監査人である監査法人に所属する者
⑦ 当社グループから役員報酬以外に多額の金銭その他の財産（注６）を得ているコンサルタント、弁護士、

公認会計士、税理士等（法人等の団体である場合は当該団体に所属する者）
⑧ 当社グループから一定額を超える寄付または助成（注７）を受けている組織またはその業務執行者
⑨ 当社グループの常勤取締役、常勤監査役が他の会社の社外取締役または社外監査役を兼任している場合におい

て、当該他の会社またはその親会社もしくは子会社の業務執行者
⑩ 過去３年間において上記②から⑨に該当していた者
⑪ 上記①から⑩に該当する者が重要な地位（注８）にある場合、その者の配偶者または２親等以内の親族

（注）１. 業務執行者とは、法人その他の団体の取締役、執行役、執行役員、業務を執行する社員、理事、その他これらに準じる者お
よび使用人をいう。

２. 当社グループを主要な取引先とする者とは、直近事業年度におけるその者の年間連結売上高の２％以上の額の支払いを当社
から受けた者をいう。

３. 当社グループの主要な取引先とは、直近事業年度における当社の年間連結売上高の２％以上の額の支払いを当社に行ってい
る者をいう。

４. 主要株主とは、総議決権の１０％以上の議決権を直接または間接的に保有している者をいう。
５. 主要な借入先とは、当社の資金調達において必要不可欠であり、代替性がない程度に依存している者をいう。
６. 多額の金銭その他の財産とは、過去３事業年度の平均で、役員報酬以外の年間1,000万円を超える金銭その他の財産上の利

益をいう（当該財産を得ている者が法人等の団体である場合は、過去３事業年度の平均で、当該団体の連結売上高の２％を
超える金銭その他の財産上の利益をいう）。

７. 一定額を超える寄付または助成とは、過去３事業年度の平均で年間1,000万円または当該組織の平均年間総費用の３０％の
いずれか高い方の額を超える寄付または助成をいう。

８. 重要な地位とは、取締役（社外取締役を除く）、監査役（社外監査役を除く）、執行役員および部長職以上の上級管理職を
いう。

以　　上
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事業の経過および成果

Ⅰ 企業集団の現況に関する事項

第101期

2,998

第102期
（当期）

3,471

営業収益（単位：億円）

第101期

７

第102期
（当期）

214
営業利益（単位：億円）

第101期

53

第102期
（当期）

217
経常利益（単位：億円）

第101期

55

第102期
（当期）

131

親会社株主に帰属する
当期純利益（単位：億円）

１．事業の経過およびその成果

　当期のわが国経済は、新型コロナウイルス感染症対策として取られていた行動制限が緩和され
たことから、観光需要にも回復が見られるなど経済活動の正常化が進み、緩やかな持ち直しの動
きがみられましたが、ロシアによるウクライナ侵攻に端を発したエネルギー価格の高騰、資材・
原材料等の価格上昇に加えて、欧米各国の金融引き締め策により海外景気の下振れが懸念される
など、依然として先行きが見通せない厳しい状況が続きました。
　このような情勢のもとで、当社グループは、2022年度を初年度とする「京王グループ中期３
カ年経営計画」に基づき、コロナ禍以前の利益水準と財務体質を回復するため、大きく「各事業
の足元の出血をできる限り早期に止める」ことと「2030年代を見据えた事業変革を完遂する」
ことの２点に取り組んでまいりました。その結果、営業収益は、すべてのセグメントで増収とな
り、3,471億３千３百万円（前期比15.8％増）、営業利益は、その他業を除く各セグメントで改
善し、214億７千９百万円となり、経常利益は217億７千２百万円（前期比305.7％増）、親会
社株主に帰属する当期純利益は131億１千４百万円（前期比134.8％増）となりました。

　次に、各セグメント別にご報告いたします。
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事業の経過および成果

運 輸 業
営 業 収 益 1,111億93百万円 （前期比 12.1％増）

営 業 利 益 39億29百万円 （前期比    ―    ）

　運輸業全体の営業収益は、鉄道事業で前期と比べて回
復が進んだほか、バス事業およびタクシー業においても
増収となり、1,111億９千３百万円（前期比12.1%
増）、営業利益は39億２千９百万円となりました。
　鉄道事業では、京王線（笹塚駅～仙川駅間）連続立体
交差事業について、事業主体である東京都と用地取得を
引き続き進めたほか、代田橋駅～明大前駅間や桜上水駅
付近などで高架橋柱の構築工事を進めました。安全への
取組みでは、京王線布田駅～国領駅間を走行中の車内で
発生した傷害事件を受けて、リアルタイム伝送機能を持
つ防犯カメラの車両、駅への設置を進めました。また、
警察・消防と連携した車内暴漢対処訓練を実施し、テロ
行為等への抑止力を向上させるとともに、万一の場合で
もお客様に被害が及ばないよう対応力を強化するなど、
安心して当社線をご利用いただけるよう安全体制の強化
に取り組みました。その他の安全性向上策では、笹塚駅
において１番線、４番線でホームドアの使用を開始した
ほか、２番線、３番線でも設置に向けた準備を進めまし
た。また、自然災害対策として、高架橋柱や盛土、トン
ネルなどの耐震補強工事を引き続き実施しました。営業
面では、5000系車両1編成を増備するとともにダイヤ
改正を実施し、「京王ライナー」の朝間および夕夜間時
間帯の運行を拡大したほか、「Mt.TAKAO号」を増発

京王線連続立体交差事業

リアルタイム伝送機能付き防犯カメラ

笹塚駅４番線ホームドア
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事業の経過および成果

するなど、利便性の向上をはかりました。新宿駅につい
ては、新宿駅西南口地区開発計画の進捗を受けて改良工
事の検討に着手しております。環境への取組みでは、車
両について、より消費電力削減効果に優れたＶＶＶＦイ
ンバータ制御装置への更新を進めたほか、駅構内の照明
のＬＥＤ化に取り組みました。
　バス事業では、路線バスにおいて、ＪＲ西八王子駅と
中野団地を結ぶ路線を新設したほか、ＣＯ２等を排出せ
ず騒音が少ない大型電気バスを東京都で初めて導入しま
した。また、運営を受託している「バスターミナル東京
八重洲」の第１期エリアが開業し、営業を開始しまし
た。さらに、橋本駅と物流拠点「GLP ALFALINK相模
原」間において新たな従業員用通勤バスの運行を受注し
ました。
　新たな取組みでは、専用ＥＣサイトで注文した商品を
駅の専用ロッカーで受け取ることができる「トレくる　
by KEIO」の実証実験を行いました。
　なお、運輸業の各事業は、新型コロナウイルスの流行
によりテレワーク等の新しい生活様式が定着するなか、
移動需要が以前の水準には戻らないと想定されるなど、
極めて厳しい事業環境にあります。このような中、効率
化や費用の削減に向けて、あらゆる施策に取り組んでま
いりましたが、公共交通事業者として安心で安全な運行
を維持し、お客様サービスの向上を進めていくために
は、運賃の改定が必要との判断に至りました。そこで、
タクシー業では一部エリアについて11月に、バス事業
では路線バスの一部エリアについて３月にそれぞれ運賃
を改定するとともに、当社では３月に鉄道運賃の改定に
ついて認可申請を行いました。今後も経営努力を徹底し
ていくとともに、安全・安心・快適な輸送サービスの実
現を目指してまいります。

３月18日ダイヤ改正

大型電気バス（都内初）

バスターミナル東京八重洲

トレくる by KEIO
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事業の経過および成果

流 通 業
営 業 収 益 1,028億33百万円 （前期比  6.1％増）

営 業 利 益 39億25百万円 （前期比 93.7％増）

　流通業全体の営業収益は、百貨店業で増収となったほ
か、ストア業でスーパーマーケット事業が減収となった
ものの、コンビニ事業の売上増などにより増収となり、
また、ショッピングセンター事業で「ミカン下北」が寄
与したことなどにより、1,028億３千３百万円（前期比
6.1%増）、営業利益は39億２千５百万円（前期比
93.7%増）となりました。
　百貨店業では、「京王百貨店」新宿店において、新宿
駅周辺地区の再開発にともなう環境変化を見据えて、全
館にわたる大規模改装に着手し、２階から７階フロアの
一部をリニューアルいたしました。４階には、ライフス
タイル提案の強化を目的として“くつろぐ。はたらく。
体験する。心地よく過ごせる自分時間”をテーマとした
複合型カフェラウンジ「Lounge K」をオープンいたし
ました。また、「ぷらりと京王府中」に小型サテライト
店をオープンいたしました。
　ストア業では、「京王ストア」八幡山店および稲城店
において、惣菜・冷凍食品売場の強化など売場リニュー
アルを実施したほか、㈱セブン-イレブン・ジャパンの
フランチャイズ店について、京王府中駅店など20店を
オープンいたしました。
　ショッピングセンター事業では、「ようこそ。遊ぶと働く
の未完地帯へ。」をコンセプトとした複合施設「ミカン下
北」をグランドオープンしました。同施設ロゴデザインは、
世界３大デザイン賞のうち「Red Dot Design Award 
2022」と「iF DESIGN AWARD 2023」の２つを受賞し
ております。また、「ぷらりと京王府中」の飲食フロア
「TSUZUMI（つづみ）」のリニューアルを完了しました。
　「京王ポイントサービス」では、お客様の利便性向上
を目的として、スマートフォンをポイントカードとして
ご利用いただける「京王パスポートデジタルポイントカ
ード」の発行を開始しました。

京王百貨店　Lounge K

ミカン下北

京王パスポート
デジタルポイントカード
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事業の経過および成果

不 動産 業
営 業 収 益 528億41百万円 （前期比 11.9％増）

営 業 利 益 120億90百万円 （前期比 15.5％増）

　不動産業全体の営業収益は、不動産賃貸業で前期並みに推
移したほか、不動産販売業で分譲マンションや投資用マンシ
ョンの売上増などにより増収となったことから、528億４千
１百万円（前期比11.9%増）、営業利益は120億９千万円
（前期比15.5%増）となりました。
　不動産賃貸業では、賃貸マンション「ACOLT中野富士見
町」および「MODIER NIHONBASHI NINGYOCHO」が
竣工し、入居を開始しました。また、「働く」「遊ぶ」
「食べる」などをテーマに入居者が交流できるスペースを
備えた賃貸住宅「Well-Blend」について、蒲田など３棟で
入居を開始しました。さらに、多摩境駅の近隣において店
舗、オフィス、物流倉庫からなる複合施設の建設に着手し
ました。
　不動産販売業では、共同販売を進めていた「ブリリア
タワー聖蹟桜ヶ丘ブルーミングレジデンス」が竣工し、
引 渡 し を 開 始 し ま し た 。 ま た 、 賃 貸 マ ン シ ョ ン
「MODIER ICHIGAYA」を一棟販売したほか、バリュ
ーアップ工事を実施した新宿区西早稲田の賃貸マンショ
ンを一棟販売しました。さらに、㈱サンウッドと共同で
進めている「（仮称）浜田山三丁目プロジェクト」にお
いて、新築分譲マンションの建設工事に着手しました。
　なお、新宿駅西南口地区開発計画については、11月に
都市計画決定の告示がなされたことを受け、新宿全体を
活性化させる「新宿グランドターミナル」の実現に向け
て本計画における南街区開発を推進するため、本年４月
から既存建物の解体工事に着手しました。

（仮称）浜田山三丁目プロジェクト

新宿駅西南口地区開発計画（南街区）
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事業の経過および成果

レジャー・サービス業
営 業 収 益 527億52百万円 （前期比 59.9％増）

営 業 損 失 21億73百万円 （前期比    ―    ）

　レジャー・サービス業全体の営業収益は、ホテル業で
訪日外国人旅行客の増加や全国旅行支援の影響などによ
り前期と比べて稼働率や客室単価が大きく回復し、増収
となったことから、527億５千２百万円（前期比
59.9%増）、営業損失は前期と比べて改善したものの
21億７千３百万円となりました。
　ホテル業では、グループ各ホテルにおいて、「ただい
ま東京プラス」などの全国旅行支援に対応した専用宿泊
プランを販売するなど、国内旅行需要の取り込みをはか
りました。また、「京王プラザホテル（新宿）」におい
て、季節毎の素材やテーマを冠したスイーツブッフェを
展開するなど集客力の強化をはかったほか、コロナ後を
見据え、インバウンド需要を取り込むため、海外セール
ス活動に取り組みました。さらに、「京王プラザホテル
札幌」において開業40周年を記念した各種フェアを行
ったほか、高山グリーンホテルにおいて本館地下１階大
浴場「天領の湯～風雅～」をオープンいたしました。
　旅行業では、プロスポーツチームや学生スポーツ大会
の参加チームの選手等の移動・宿泊の取扱いを新規受注
するなど営業強化に取り組みました。また、広告代理業
では、八王子市日本遺産ＰＲキャンペーンを受注したほ
か、都内商店街の魅力をＰＲするイベントの企画・運営
を受注するなど収益拡大に取り組みました。
　なお、事業の選択と集中をすすめるため、ホテル業に
おいて「京王プレッソイン東銀座」および「京王プラザ
ホテル多摩」を閉館したほか、旅行業において、個人向
け旅行商品を販売するカウンター店舗の一部について営
業を終了しました。

京王プラザホテル（新宿）
スイーツブッフェ

京王プラザホテル札幌
開業40周年フェア　特別ディナー

高山グリーンホテル
天領の湯～風雅～
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事業の経過および成果

そ の他 業
営 業 収 益 647億11百万円 （前期比   3.5％増）

営 業 利 益 44億78百万円 （前期比 12.9％減）

　その他業全体の営業収益は、車両整備業で受注減など
により減収となったものの、ビル総合管理業での受注増
などにより、増収となったことから、647億１千１百万
円（前期比3.5%増）、営業利益は粗利益の減少などに
より44億７千８百万円（前期比12.9%減）となりまし
た。
　ビル総合管理業では、東京都立多摩産業交流センター
「東京たま未来メッセ」の施設管理に関する受託業務を
開始しました。また、多摩都市モノレール㈱の多摩セン
ター駅から玉川上水駅までの17駅についてエレベータ
ーの保守・修繕業務を受注しました。
　車両整備業では、東京都交通局から全般重要部検査業
務や台車検査業務を受注したほか、三陸鉄道㈱から車輪
交換業務を、わたらせ渓谷鐵道㈱から全般検査業務を受
注するなど、引き続き各鉄道事業者から車両整備業務を
受注しました。また、アルピコ交通㈱の上高地線鉄道車
両の改造工事を完了し、同社新村車両基地（長野県松本
市）に納入しました。
　建築・土木業では、東京消防庁国分寺消防署新庁舎の
建設工事を竣工したほか、多摩都市モノレール軌道桁伸
縮装置更新工事や多摩市コミュニティセンター改修工事
を完了しました。また、豊島区池袋や港区西麻布などで
マンションを建設するなど、新築マンション建設工事の
受注に取り組んだほか、トミンハイム国分寺泉町の大規
模修繕工事を完了しました。なお、業容のさらなる拡大
を目的として、京王建設㈱では本年5月に㈱NB建設
（本社：神奈川県横浜市）の全株式を取得し、子会社と
することとしました。

東京都立多摩産業交流センター
東京たま未来メッセ

アルピコ交通㈱鉄道車両改造工事

国分寺消防署新庁舎
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トピックス（アクセラ）

【トピックス】京王の新しい取組み①　KEIO OPEN INNOVATION PROGRAM

㈱休日ハック
　京王沿線を題材にしたオリジナル小説製作による沿線回遊施策
ケアプロ㈱
　交通移動弱者のための移動支援サービスとの連携および移動のきっかけ
の創出
㈱KOMPEITO（コンペイトウ）
　次世代自販機による新たな商品販売や鉄道物流との連携
㈱ZAUNTED（ゾウンテッド）
　京王あそびの森 HUGHUG<ハグハグ＞におけるホラーイベントの開催
㈱find（ファインド）
　AIを活用した落とし物検索サービス「find」導入によるお客様の利便性
向上および駅業務効率化
㈱モバイルファクトリー
　京王の鉄道資産を活用したNFT（証明書が付された複製不可能なデジタ
ルデータ）の販売および鉄道ゲームを用いた回遊施策
㈱ユウクリ・㈱TechnoBlood eSports（テクノブラッド eスポーツ）
　eスポーツ施設設立やeスポーツ大会の開催

　「誰もが知っている鉄道を、まだ誰も見たことのない鉄道へ 鉄道事業変革への挑戦」
をテーマに、ReGACY Innovation Group㈱と共同で、スタートアップ企業をはじめと
した外部企業との共創によるオープンイノベーションの実現を目指す「KEIO OPEN 
INNOVATION PROGRAM」に取り組んでおります。鉄道会社のビジネスが変革を求め
られている中で、次の時代につながる移動と沿線力向上を実現していきます。
【事業化に向けた検討採択企業との実証実験】

　

27



招
集
ご
通
知

株
主
総
会
参
考
書
類

事
業
報
告

連
結
計
算
書
類

計
算
書
類

監
査
報
告

2023/05/26 17:43:22 / 22917769_京王電鉄株式会社_招集通知

トピックス（アクセラ）

【トピックス】京王の新しい取組み②　スポーツによる沿線活性化
　沿線のスポーツ振興に寄与する活動を
通じて、沿線内の移動創出や沿線地域の
活性化に取り組んでいます。
　 本 年 ４ 月 に は 、 冠 協 賛 し た 「 京 王
Presents Ｗリーグプレーオフ2022-
2023」のセミファイナル・ファイナル
が飛田給駅最寄りの「武蔵野の森総合ス
ポーツプラザ」で開催されました。本大
会の開催期間中は、大会ロゴデザインの
ヘッドマーク列車の運行やグループ各社
との連携、調布市内約180店舗での観戦
チケット優待などを実施し、当社グルー
プ と 沿 線 の 魅 力 を 発 信 し ま し た 。
　また、本年５月に、沿線の「味の素ス
タジアム」をホームスタジアムとする　
ＦＣ東京と包括連携協定を締結しまし
た。今後、スポーツを通じた魅力的なま
ちづくりの推進・地域振興、子供たちの
心身の健全な発達・育成に連携して取り
組んでまいります。

京王 Presents
Ｗリーグプレーオフ2022-2023

FC東京と包括連携協定を締結
　
【トピックス】京王の新しい取組み③　新たな金融サービスの提供
　京王パスポートカード会員のお客様を
対象に、沿線のお店で使える京王ポイン
トサービスと住 信 SBIネット銀 行 の
「NEOBANK®」サービスを組み合わせ
た当社グループの新たな金融サービス
「京王NEOBANK」を2023年秋からス
タートします。
　長期的に幅広いお客様とつながりつづ
け、お客様の暮らしがより便利で充実す
る、新たな金融サービスの実現に向けて
取り組みます。

※画像は開発中のものであり、実
際の仕様とは異なる場合があり
ます。
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対処すべき課題

２．対処すべき課題

（1）京王グループ中期３カ年経営計画（2022～2024年度）
　当社グループを取り巻く事業・社会環境は、新型コロナウイルス感染症による生活様式の変
容を経て、ポストコロナ社会に移行しています。ホテル業では、インバウンド需要の急激な回
復が見られ、百貨店業においても沿線のお客様を中心に回復が見られますが、テレワーク等の
定着により、鉄道・バスの輸送人員は、コロナ禍以前の水準に回復することは想定できない状
況にあり、駅を中心にビジネス展開しているグループの各事業においても、エネルギー価格が
高騰するなか、より能動的に需要創造をしていく努力が求められております。
　当社グループでは、これら事業・社会環境の変化に対応した事業構造への抜本的な変革を完
遂するため、2022年度を初年度とする「京王グループ中期３カ年経営計画（以下、「中期経
営計画」といいます。）」に取り組んでおります。

【中期経営計画の位置づけ】

2018年度
営業利益400億円 （既存アセットの建替えと再開発街区の開業により概ね横ばい）

  不動産業を強化する 
“仕込み期間”

  需要回復に合わせ 
着実に利益回復

仕込んだアセットを
回しながら 
“稼ぐ期間”

2024年度
340億円

2030

2021年度 
７億円

2040利益水準を取り戻す期間

新宿は最重要拠点
次の100年を占う一大プロジェクト

コロナ 
ショック

環境変化

 2040年代 
投資回収期

2030年代 
大規模投資期

2022～2024年度 
中期経営計画

中長期方針（2021年5月）
RE START
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対処すべき課題

「日本一安全でサービスの良い鉄道」に向けた取組み

より高度な
安全-安心の追求

〇京王線（笹塚駅～仙川駅間）連続立体交差事業について、引き続き
用地の取得、および高架橋構築等の工事を推進

〇ホームドア整備について、笹塚駅２番線・３番線ホームの2023年
度内の使用開始、久我山駅をはじめとした全駅整備計画を推進

〇リアルタイム伝送機能付き防犯カメラについて、設置工事を進め、
2023年度内に整備を完了

〇減災対策について、高架橋や橋梁などの耐震補強工事、電力柱の鋼
管柱への更新を継続

お客さまニーズ
を先取りした
サービスの提供

〇京王ライナーについて、5000系車両のさらなる増備と運行の拡大
を検討

〇新しい鉄道利用ニーズへの対応に向けて、鉄道乗車ポイントサービ
スの導入を準備

〇ターミナル駅における大規模駅改良について、新宿駅では新設予定
の改札口などの設計業務、橋本駅では駅移設や機能強化に向けた計
画の検討・協議を推進

未来を見据えた
盤石な事業体制
の構築

〇2023年３月に認可申請を行った鉄道旅客運賃の改定について、
2023年10月(予定)の実施に向け準備

〇ＤＸについて、検査データをもとに老朽化や異常を予知し効果的な
メンテナンスにつなげる新技術の活用を推進

　具体的には、「ＲＥＳＴＡＲＴ」を全体テーマとして掲げ、鉄道会社としての社会における
存在意義を見つめ直し、新しいライフスタイルを牽引する存在として、生活圏内の回遊性向上
をはかるとともに、豊かで魅力的な「まちづくり」に主体的に関与し、お客様のニーズを捉え
た新しい移動需要を創出することで、沿線力の向上をはかります。

【中期経営計画の取組み】
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対処すべき課題

REDEVELOPMENT
まちづくりへの
注力

〇当社の最重要拠点である新宿エリアで取り組んでいる新宿駅西南口
地区開発計画について、南街区の2028年度竣工に向けて工事を推
進

〇沿線エリアのまちづくりに向けて、以下の各施策を推進
　・橋本駅周辺開発エリアのグランドデザイン検討
　・京王多摩川駅周辺地区の再開発事業
　・聖蹟桜ヶ丘地区での賑わい醸成・活性化
　・京王線（笹塚駅～仙川駅間）連続立体交差事業により生まれる
　　高架下空間を活用した地域連携・交流人口増加に向けた取組み

〇まちの回遊性とエリア価値の向上策として、ＦＣ東京との包括連携
協定、バスケットボール女子日本リーグ「Ｗリーグプレーオフ」で
の大会冠協賛をはじめとした、スポーツを通じた魅力的なまちづく
りの推進・地域振興、人流創出

RESTRUCTURING
事業構造改革の
推進

〇オープンイノベーションの取組みである「KEIO OPEN INNOVATION 
PROGRAM」では、AIを活用した落としもの検索サービス「find」
の本格導入をはじめとした鉄道事業の変革を継続・推進するほか、
沿線拠点エリアの課題解決・活性化を目指した新たなイノベーショ
ンプログラムを実施

〇グループ顧客戦略の一環として、「京王NEOBANK」による金融
サービスと京王ポイント施策の融合を通じた長期的な顧客接点の構
築

〇ホテル全社の早期の営業黒字化実現に向けた、急回復する宿泊需要
の取込みの強化、ＤＸによる業務効率向上と要員配置の最適化、お
よび営業施設改装と顧客サービスの拡充による競争力の強化

31



招
集
ご
通
知

株
主
総
会
参
考
書
類

事
業
報
告

連
結
計
算
書
類

計
算
書
類

監
査
報
告

2023/05/26 17:43:22 / 22917769_京王電鉄株式会社_招集通知

対処すべき課題

REINFORCE
稼ぐ力の強化

〇バリューアップ投資事業・新築分譲マンション事業をはじめとする
不動産販売業の拡大や、保有資産のバリューアップ・新規資産開発
による不動産賃貸業の収益力向上など、不動産業の利益成長と資産
効率の向上を目指した諸施策の推進

〇大規模投資期を見据えた、不動産ファンド組成による保有資産の流
動化とアセットファイナンス体制の整備

〇㈱ＮＢ建設のグループ会社化によるシナジー創出をはじめとした、
ＢtoＢ領域における業容拡大

強固な経営基盤の
整備

〇サステナビリティ経営体制の構築・運用、ＴＣＦＤ提言への賛同・
開示とカーボンニュートラル宣言を含む連結環境目標の設定・推進

〇「人財戦略」に基づく、人財確保、人財育成、エンゲージメント、
ダイバーシティ＆インクルージョン、組織風土・組織構造の各視点
について取組み推進

2021年度
実績

2022年度
実績

2023年度
計画

2024年度
中期経営計画

営業収益 2,998 3,471 3,680 3,880
営業利益 7 214 210 340
経常利益 53 217 197 324
親会社株主に帰属する当期純利益 55 131 158 240
EBITDA 322 506 531 675

（2）経営目標
　中期経営計画最終年度の2024年度には、2018年度（コロナ禍以前）の85%程度まで営業
利益を回復させ、2030年代までには過去最高益を超える水準を目指します。

（単位：億円）

※2023年度計画、2024年度中期経営計画の数値には現在認可申請をしております当社鉄道
事業の運賃改定による影響額は見込んでおりません。
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サステナビリティに関する取組み

　当社グループでは、グループとしての存
在価値を明文化した「京王グループ理念」
を制定し、これをグループ内外に発信する
ことで、グループ全体の価値観や方向性の
共有化をはかっております。

私たち京王グループは、
つながりあうすべての人に誠実であり、環境にやさしく、
「信頼のトップブランド」になることを目指します。

そして、幸せな暮らしの実現に向かって
生活に溶け込むサービスの充実に日々チャレンジします。

当社の交通ネットワークが広がる沿線地域を事業基盤としている私たちは、
「京王グループ理念」に基づく誠実かつ環境に優しい事業活動を通じ、

交通サービスを中心とした暮らしにおける「安全・安心」を提供し続けます。
そして時代の変化にいち早くきめ細やかに対応しながら多様化するライフスタイルを牽引し、
地域やパートナーと共に多世代が交流・躍動する「まちづくり」に取り組むことで、
持続可能な社会の実現に貢献し、長期的な企業価値を向上させてまいります。

サステナビリティ
基本方針

７つのマテリアリティ

経営ビジョン、各事業戦略、
各グループ会社戦略

各種取組の推進

京王グループ理念
　この「京王グループ サステナビリティ
基本方針」のもと長期的に取り組むべき
主要課題として、SDGs等のガイドライン
における社会課題の視点も取り入れた７
つのマテリアリティ（安全・安心、「ま
ち」との共生・発展、幸せな暮らし、デ
ジタル社会への対応、活躍する人財、環
境にやさしく、経営基盤）を設定しまし
た。これらの考え方に基づいた「京王グ
ループの価値創造プロセス」を35、36ペ
ージに示しています。

3．サステナビリティに関する取組み

（1）京王グループ理念

（2）サステナビリティ基本方針
　当社グループは、公共交通事業者としての社会的責務を果たすという使命を軸に、流通
業、不動産業、レジャー・サービス業など幅広い事業を通じて、幸せな暮らしの実現や地域
の発展を目指してまいりました。当社グループでは、このような幅広い事業活動を通じて持
続可能な社会の実現に貢献し、長期的な企業価値の向上を目指す旨を明文化した、「京王グ
ループ サステナビリティ基本方針」を策定しています。
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サステナビリティに関する取組み

（3）ガバナンス
　当社グループではサステナビリティの視点を踏まえた経営を推進するため、当社代表取締
役社長が委員長を務める「サステナビリティ推進委員会」を本年５月に設置しています。同
委員会では、サステナビリティに関する全社方針や推進体制の整備、ESG課題の把握、マテ
リアリティの設定と目標策定・実績把握等について審議・決定を行い、当社取締役会に報告
することとしています。
　また、当社のマテリアリティには、気候変動に関する取組み課題が紐づく「環境にやさし
く」と人的資本に関する取組み課題が紐づく「活躍する人財」があり、それぞれについて、
本年５月に「環境基本方針」を改定するとともに、「人財戦略」を策定しています。

（4）リスク管理
　当社では、「鉄道安全管理委員会」「拡大鉄道安全管理委員会」「リスク管理委員会」
「内部統制委員会」を設置し、リスクの把握と対応に努めています。
　「鉄道安全管理委員会」では、安全統括管理者（鉄道事業本部長）を中心に、他社で発生
した事案も含めて事故・トラブルの原因を把握し、対応策の検討・検証などを行っていま
す。また、代表取締役社長が出席する「拡大鉄道安全管理委員会」を年２回開催し、鉄道事
業の安全管理体制全般のマネジメントレビューを行っています。
　「リスク管理委員会」では、「京王グループリスク管理方針」のもと、リスク低減と事
故・トラブルの発生防止を目的として、対策重点項目の設定と対策の実施状況の確認を行っ
ています。
　「内部統制委員会」では、「京王グループ内部統制システムに関する基本方針」のもと、
リスク管理に関わる事項や内部監査・財務報告に係る内部統制について、整備状況を確認・
検証し、必要に応じた見直しを行っております。
　サステナビリティを巡るリスクと機会については、これらの委員会で審議した事項も踏ま
えて、「サステナビリティ推進委員会」で認識・評価を行い、対応について経営計画に反映
させ、当社取締役会に報告することとしています。

【サステナビリティ推進体制】

取締役会

代表取締役社長
社長執行役員

サステナビリティ
推進委員会

経営会議

内部統制委員会

リスク管理委員会

拡大鉄道安全管理委員会
・鉄道安全管理委員会

事業部門・一般管理部門

グループ会社
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当社の交通ネットワークが広がる沿線地域を事業基盤としている私たちは、「京王グ ループ理念」に基づく誠実かつ環境に優しい事業活動を通じ、交通サービスを中心とした暮らしにおける「安全・安心」を提供し続けます。そして時代の変化にいち
早くきめ細やかに対応しながら多様化するライフスタイルを牽引し、地域やパートナー と共に多世代が交流・躍動する「まちづくり」に取り組むことで、持続可能な社会の実現に貢献し、長期的な企業価値を向上させてまいります。

活躍する人財 経営基盤環境にやさしくデジタル社会への対応

にしながら
通じて
化させる

　　　　　　　　　　ビジネスモデル

×
共
創

社会価値ステークホルダーへの提供価値

日本一安全で快適な鉄道と 
安心して暮らせる環境の提供

「まち」の持続可能性を高める、魅力度の向上 
環境負荷の小さい移動手段の提供

人と地域、地域間のつながり創出による 
地域コミュニティの強化

職場環境の整備による社員の成長と
働きやすい組織風土の実現

京王グループ全体の事業活動に基づく 
安定した利益還元

気候変動リスクの低減 
豊かな自然環境の維持

貢献するSDGs

幸せな暮らし 
の実現

住んでもらえる、 
選んでもらえる沿線

沿線力の向上

生活圏再形成・拠点整備 
沿線外事業展開

不動産

まちの魅力・暮らしの質を 
高める個性あるコンテンツ

流通

活動

拠点の価値創造
の強化

頼のトップブランド」になることを目指します。
ンジします。

お客さま

行政・自治体

取引先

株主・投資家

従業員

地域社会

外
部
パ
ー
ト
ナ
ー

地
域
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背景画像用_偶数頁_価値創造プロセス図
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マテリアリティ

京王グループの価値創造プロセス

京王グループ
サステナビリティ基本方針

当社の交通ネットワークが広がる沿線地域を事業基盤としている私たちは、「京王グ ループ理念」に基づく誠実かつ環境に優しい事業活動を通じ、交通サービスを中心とした暮らしにおける「安全・安心」を提供し続けます。そして時代の変化にいち
早くきめ細やかに対応しながら多様化するライフスタイルを牽引し、地域やパートナー と共に多世代が交流・躍動する「まちづくり」に取り組むことで、持続可能な社会の実現に貢献し、長期的な企業価値を向上させてまいります。

京王グループ理念 私たち京王グループは、つながりあうすべての人に誠実であり、環境にやさしく、「信
そして、幸せな暮らしの実現に向かって生活に溶け込むサービスの充実に日々チャレ

安全・安心 「まち」との共生・発展 幸せな暮らし

鉄道をはじめとするモビリティを基軸
地域や外部パートナーとの共創を
将来にわたって「まち」の魅力を最大

　　　　　　　　　　ビジネスモデル価値創造に投入する資本

◦都市と自然、歴史や文化と
新しさが共存する多様性

◦安全・安心に基づくステーク
ホルダーとの信頼関係

社会・関係資本

◦沿線地域に愛着を持ち地域
と共に歩む人財

◦変革や挑戦を自律的に遂行
する多様な人財

人的資本

◦集積された沿線における
　豊富なアセット
◦街の核（重心）である駅

製造資本

◦高密度輸送を支える運行・
保守ノウハウ

◦沿線に対する知見や培って
きたネットワーク

知的資本

◦多様な自然に溢れる
　沿線環境

自然資本

財務資本
◦長年に亘り強みとしてきた

強固な財務基盤

安全・安心による信頼を土台とした沿線
それらを支える経営・事業基盤

・ 人口動態の変化
・  感染症拡大による人流、 

インバウンドの変動
・ ライフスタイルの変化
・ 安全への更なる関心
・ デジタルテクノロジーの進展
・ 脱炭素社会への移行

外部環境

【リスク】
・  既存ビジネスモデルの陳腐化
・  感染症拡大に伴う経済活動縮小
・  人口減少による人財確保の難化
・  自然災害の頻発化・激甚化
・  物価・為替の急激な変動
・  新宿再開発等の大規模投資の 

輻輳

【機会】
・   新たなサービスへの需要の出現
・   良好な職場環境整備での人財 

確保
・   交通インフラの社会的価値向上
・  新宿等の再開発進展での商機 

拡大

リスク・機会

駅が街の重心
となった面的な開発

「まち」づくり

鉄道
信頼の源泉・街の結節点

経営基盤
人財・財務・ガバナンス

グループ全体としての主な事業

安全・安心な輸送 
快適性・利便性向上

鉄道・交通

非日常の創出 
豊かな暮らしの演出

レジャー・サービス

事業報告
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背景画像用_奇数頁_価値創造プロセス図
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連結貸借対照表

連結貸借対照表（2023年３月31日現在） (単位：百万円)

科　目 金　額 科　目 金　額
（資産の部）

流動資産

現金及び預金

受取手形、売掛金及び契約資産

商品及び製品

仕掛品

原材料及び貯蔵品

その他

貸倒引当金

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物

機械装置及び運搬具

土地

建設仮勘定

その他

無形固定資産

投資その他の資産

投資有価証券

退職給付に係る資産

繰延税金資産

その他

貸倒引当金　

182,894

71,030

45,298

17,096

40,777

2,345

6,359

△13

772,338

669,590

320,606

22,571

239,423

72,003

14,984

19,500

83,248

55,917

12,186

5,160

10,136

△151 　

（負債の部）
流動負債 219,414
支払手形及び買掛金 18,633
短期借入金 81,616
未払法人税等 3,288
前受金 29,739
契約負債 12,408
賞与引当金 3,541
その他の引当金 687
その他 69,498

固定負債 384,251
社債 170,000
長期借入金 151,036
繰延税金負債 286
退職給付に係る負債 21,983
その他 40,944

負債合計 603,666
（純資産の部）
株主資本 341,853
資本金 59,023
資本剰余金 42,187
利益剰余金 260,315
自己株式 △19,673

その他の包括利益累計額 9,738
その他有価証券評価差額金 9,031
為替換算調整勘定 11
退職給付に係る調整累計額 694

非支配株主持分 △24
純資産合計 351,566

資産合計 955,233 負債純資産合計 955,233
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連結損益計算書

連結損益計算書（2022年４月１日から2023年３月31日まで） (単位：百万円)

科　目 金　額
営業収益 347,133
営業費
運輸業等営業費及び売上原価 276,942
販売費及び一般管理費 48,711 325,653

営業利益 21,479
営業外収益
受取利息 18
受取配当金 1,260
持分法による投資利益 426
助成金等収入 1,089
雑収入 1,147 3,942

営業外費用
支払利息 2,912
雑支出 736 3,649

経常利益 21,772
特別利益
固定資産売却益 2,726
工事負担金等受入額 2,541
その他 334 5,602

特別損失
固定資産圧縮損 2,464
減損損失 1,924
固定資産除却損 741
その他 1,237 6,367

税金等調整前当期純利益 21,008
法人税、住民税及び事業税 5,643
法人税等調整額 2,237
当期純利益 13,127
非支配株主に帰属する当期純利益 13
親会社株主に帰属する当期純利益 13,114
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貸借対照表

貸借対照表（2023年３月31日現在） (単位：百万円)

科　目 金　額 科　目 金　額
（資産の部）
流動資産
現金及び預金
未収運賃
未収金
関係会社短期貸付金
販売土地及び建物
仕掛品
貯蔵品
前払費用
その他の流動資産
貸倒引当金

固定資産
鉄道事業固定資産
付帯事業固定資産
各事業関連固定資産
建設仮勘定
投資その他の資産
関係会社株式
その他の関係会社有価証券
投資有価証券
長期貸付金
長期前払費用
前払年金費用
繰延税金資産
その他の投資等
貸倒引当金　

98,548
58,717
6,204

12,386
11,950

594
14,442
1,180
725

2,499
△10,152
720,567
279,175
278,866

3,283
72,398
86,844
24,864
2,051

44,967
13

177
9,569
357

4,947
△105 　

（負債の部）
流動負債 230,973
短期借入金 154,281
未払金 30,238
未払費用 1,469
未払消費税等 366
未払法人税等 1,404
預り連絡運賃 1,182
預り金 7,087
前受運賃 4,305
前受金 28,267
前受収益 679
賞与引当金 984
資産除去債務 62
その他の流動負債 644

固定負債 358,841
社債 170,000
長期借入金 143,424
退職給付引当金 9,118
債務保証損失引当金 7,687
固定資産撤去損失引当金 505
資産除去債務 4,344
その他の固定負債 23,761

負債合計 589,815
（純資産の部）
株主資本 220,651
資本金 59,023
資本剰余金 42,185
資本準備金 32,019
その他資本剰余金 10,166

利益剰余金 139,115
利益準備金 7,876
その他利益剰余金 131,238
固定資産圧縮積立金 12,512
別途積立金 75,000
繰越利益剰余金 43,726

自己株式 △19,673
評価・換算差額等 8,650
その他有価証券評価差額金 8,650

純資産合計 229,301
資産合計 819,116 負債純資産合計 819,116
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損益計算書

損益計算書（2022年４月１日から2023年３月31日まで） (単位：百万円)

科　目 金　額
鉄道事業
営業収益 71,096
営業費 68,192
営業利益 2,903

付帯事業
営業収益 44,857
営業費 32,166
営業利益 12,691

全事業営業利益 15,595
営業外収益
受取利息及び配当金 3,381
雑収入 446 3,827

営業外費用
支払利息 3,098
雑支出 323 3,421

経常利益 16,000
特別利益
固定資産売却益 2,879
工事負担金等受入額 2,247
関係会社事業損失引当金戻入益 722
受取補償金 108
その他 35 5,993

特別損失
固定資産圧縮損 2,247
減損損失 1,370
固定資産除却損 1,097
関係会社貸倒引当金繰入額 1,047
固定資産撤去損失引当金繰入額 505
退店補償金 308
関係会社債務保証損失引当金繰入額 114
固定資産売却損 39
その他 87 6,818

税引前当期純利益 15,175
法人税、住民税及び事業税 3,290
法人税等調整額 481
当期純利益 11,403
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連結計算書類に係る会計監査報告書

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 中 田 宏 高
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 寺 澤 直 子

独立監査人の監査報告書
2023年５月17日

京王電鉄株式会社
　取締役会　御中

　　有限責任 あずさ監査法人
　　　東京事務所

監査意見
　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、京王電鉄株式会社の2022年４月１日から2023年３月
31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計
算書及び連結注記表について監査を行った。
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し
て、京王電鉄株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況を、
全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準に
おける当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我
が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその
他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判
断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示す
ることにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の
職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその
他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
　連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の
記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討するこ
と、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにあ
る。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を
報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に係る会計監査報告
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連結計算書類に係る会計監査報告書

連結計算書類に対する経営者及び監査等委員会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し
適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表
示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切であ
るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事
項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要な虚
偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対する意
見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結
計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門
家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手

続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分か
つ適切な監査証拠を入手する。

・連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リス
ク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性
及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に
基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるか
どうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結計算
書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合
は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日ま
でに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可
能性がある。

・連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい
るかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書類が基
礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証拠
を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独
で監査意見に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の
重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並
びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガ
ードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係
はない。

以　上
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計算書類に係る会計監査報告書

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 中 田 宏 高
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 寺 澤 直 子

独立監査人の監査報告書
2023年５月17日

京王電鉄株式会社
　取締役会　御中

　　有限責任 あずさ監査法人
　　　東京事務所

監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、京王電鉄株式会社の2022年４月１日から2023
年３月31日までの第102期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及
び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、
当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。
監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準に
おける当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が
国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任
を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示す
ることにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の
職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他
の記載内容に対して意見を表明するものではない。
　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記
載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、ま
た、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を
報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成し適
正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示す
るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であるか
どうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を
開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

計算書類に係る会計監査報告
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計算書類に係る会計監査報告書

計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な虚偽
表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意見を
表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類
等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門
家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手

続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分か
つ適切な監査証拠を入手する。

・計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク
評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性
及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基
づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかど
うか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等
の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計
算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手
した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性があ
る。

・計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠している
かどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎とな
る取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の
重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並
びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガ
ードを講じている場合はその内容について報告を行う。
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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監査等委員会の監査報告書

監　査　報　告　書
　当監査等委員会は、2022年４月１日から2023年３月31日までの第102期事業年度における取締役の職
務の執行について監査いたしました。その方法及び結果につき以下のとおり報告いたします。

１．監査の方法及びその内容
　監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会決議の内
容並びに当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について取締役及び使用人等からそ
の構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明するととも
に、下記の方法で監査を実施しました。
　なお、財務報告に係る内部統制については、取締役等及び有限責任 あずさ監査法人から当該内部統制
の評価及び監査の状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

①監査等委員会が定めた監査等委員会監査等基準に準拠し、監査の方針、監査計画、職務の分担等に従
い、会社の内部監査部門その他内部統制部門と連携の上、重要な会議に出席し、取締役及び使用人等
からその職務の執行に関する事項の報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧
し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査しました。また、子会社については、
子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告
を受けました。

②事業報告に記載されている会社法施行規則第118条第３号イの基本方針及び同号ロの各取組みについ
ては、取締役会その他における審議の状況等を踏まえ、その内容について検討を加えました。

③会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するととも
に、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。ま
た、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第
131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（2005年10月28日企業会計審議会）
等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益
計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照
表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。

監査等委員会の監査報告
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監査等委員会の監査報告書

監査等委員（常勤）伊 藤 俊 司 ㊞
監査等委員（常勤）竹 川 浩 史 ㊞
監査等委員 金 子 正 志 ㊞

２．監査の結果
（１）事業報告等の監査結果

①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認
めます。

②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められ
ません。

③　内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制
システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、財務報告に係る内部統
制を含め、指摘すべき事項は認められません。

④　事業報告に記載されている会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本
方針については、指摘すべき事項は認められません。事業報告に記載されている会社法施行規則第
118条第３号ロの各取組みは、当該基本方針に沿ったものであり、当社の株主共同の利益を損なう
ものではなく、かつ、当社の会社役員の地位の維持を目的とするものではないと認めます。

（２）計算書類及びその附属明細書の監査結果
　会計監査人有限責任 あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（３）連結計算書類の監査結果
　会計監査人有限責任 あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

　　　2023年５月18日

　　京王電鉄株式会社　監査等委員会

（注）監査等委員竹川浩史及び金子正志は、会社法第２条第15号及び第331条第６項に規定する社外取締
役であります。
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地図

株主総会 会場ご案内図

会 場 京王プラザホテル八王子　５階「翔王」
東京都八王子市旭町14番１号

交 通
ＪＲ 「八王子」駅下車　　　北口から徒歩約３分
京王線 「京王八王子」駅下車　中央口から徒歩約６分

お願い

　●株主総会専用の駐車場はご用意しておりませんので、お車でのご来場はご遠慮くださ
い。
　●カメラやスマートフォン、携帯電話などによる会場内の撮影や録音はご遠慮ください。
　●株主総会ご出席の株主様へのお土産はご用意しておりません。
上記各事項につき、何卒ご理解のほど、よろしくお願いいたします。

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

八王子
オクトーレ
八王子
オクトーレ

野村證券
日本生命八王子ビル

ＪＲ 八王子駅ＪＲ 八王子駅

京王プラザホテル八王子

ＪＴＢ

至新宿

京王線

京王八王子
ショッピングセンター

仁和会総合病院

東放
射線
アイ
ロー
ド

至新宿ＪＲ中央線

バスターミナル

甲州街道
福伝寺 子安神社

北口北口

セレオ
八王子北館
セレオ
八王子北館

東京たま
未来メッセ
東京たま
未来メッセ

中央口中央口

西口京王八王子駅

八王子駅前
郵便局

三井住友
信託銀行


